
 
 
 
 
 
 

一緒に  
校  長  佐  野   匡   

 新 年 お め で と う ご ざ い ま す 。 穏 や か な 天 候 に

恵 ま れ た お 正 月 、 冬 休 み が 明 け 、 本 日 か ら 学 校

が 始 ま り ま し た 。 雲 一 つ な い 真 っ 青 な 空 の 元 で

の 新 学 期 で す 。 校 舎 に は 久 し ぶ り に 子 供 た ち が

登 校 し 、 元 気 な 笑 顔 や 笑 い 声 が 戻 り 、 学 校 が 息

を 吹 き 返 し た よ う に 感 じ ま す 。 「 お は よ う ご ざ

い ま す 。 」 と い う 元 気 な 声 を 聞 く に つ け 、 と て

も 温 か い 優 し い 気 持 ち に な り ま し た 。 ニ ュ ー ス

を 見 て い た ら 、 帰 省 で 遊 び に 来 て い た 孫 が 帰 る

の を 送 り な が ら 、 「 年 末 に は 、 久 し ぶ り に 孫 に

会 え て う れ し い 気 持 ち に な り 、 今 日 は 孫 が 帰 っ

て 、 ほ っ と し て い ま す 。 」 と イ ン タ ビ ュ ー に 答

え て い ま し た 。 「 普 段 と は 違 う こ と の よ さ と 、

普 段 通 り だ か ら こ そ の よ さ が あ る の だ な ぁ 。 」

と 思 い ま し た 。  

さ て 、新 学 期 の 始 業 式 で 子 供 た ち に「 三 学 期 は

一 緒 に や る こ と を が ん ば っ て ほ し い 。 」 と い う 話 を し ま し た 。 学 校 に は 集 団 の

中 で 共 に 人 の た め に 力 を 出 し 合 う こ と を 学 ぶ 大 き な 役 割 が あ る と 思 い ま す 。 そ

の た め に は 、 「 み ん な と 一 緒 に や る こ と 」 が 必 要 に な っ て き ま す 。 そ し て 、 一

緒 に や ろ う と す る 「 人 を 受 け 入 れ る こ と 」 が 大 切 に な り ま す 。 遺 伝 子 研 究 の 世

界 的 権 威 の 村 上 和 雄 教 授 著 『 人 生 の 暗 号 』 に は こ ん な 事 が 書 か れ て い ま し た 。

ヒ ト の 体 は 成 人 で 約 六 十 兆 個 の 細 胞 か ら で き て お り 、 そ の 細 胞 の 一 つ 一 つ は 三

十 億 の 遺 伝 子 情 報 で 構 成 さ れ て い ま す 。 最 新 の コ ン ピ ュ ー タ で 「 ど ん な 人 間 が

最 後 に 生 き 残 る か 」 を 推 測 し た と こ ろ 、 大 方 の 予 想 が 「 強 い 人 」 「 競 争 に 勝 ち

抜 く 人 」 だ っ た の に 対 し て コ ン ピ ュ ー タ の 回 答 は 「 譲 る 心 を 持 っ た 人 」 だ っ た

そ う で す 。 『 人 の 心 は 他 人 の た め に 献 身 的 に 努 力 し て い る 時 、 理 想 的 な 状 態 で

遺 伝 子 が 働 き ま す 。 自 分 の 心 を 充 実 さ せ た か っ た ら 、 人 の 心 を 充 実 さ せ て あ げ

る 、 と い う 生 き 方 を す れ ば 良 い の で す 。 』 と 村 上 教 授 は 書 い て い ま し た 。 日 常

の 学 校 生 活 の 中 に は「 譲 る 心 を も つ 場 面 」「 人 の た め に 献 身 的 に 努 力 す る 場 面 」

が あ り ま す が 、 そ の 場 に 「 一 緒 に 」 い な け れ ば 、 経 験 す る こ と が で き ま せ ん 。  

本 年 も 豊 二 小 で は 、 子 供 た ち も 一 緒 に 学 校 を 創 る 一 年 に し た い と 思 い ま す 。

ど う ぞ 、 み な さ ま の ご 理 解 と ご 協 力 を 、 よ ろ し く お 願 い 申 し 上 げ ま す 。  
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○思いやりのある子ども 

○進んでやりぬく子ども 

○ じ ょ う ぶ な 子 ど も  

○ よ く 考 え る 子 ど も  



 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

【１月の予定】 ※今月も避難訓練はありますが、予告なしで実施します。 
 

1日 日 17日 火 交流　全校外遊びデー 安全指導

2日 月 18日 水 特別時程　代表委員会

3日 火 19日 木 児童集会　

4日 水 20日 金 基礎学習 校内書きぞめ展終

5日 木 21日 土 区連合図工展始

6日 金 22日 日

7日 土 冬季休業日終 23日 月 全校朝会　クラブ活動（３年クラブ見学）　

8日 日 24日 火 体育朝会　

9日 月 成人の日 25日 水 読書　区連合図工展見学（４年・コ）

10日 火 始業式　 水曜時程　午前授業（1～4年） 給食始 委員会活動 26日 木 特別時程　午前授業  区連合図工展終　

11日 水 読書 27日 金 基礎学習　　

12日 木 音楽朝会　身体測定（低） 28日 土 区小中連合書きぞめ展

13日 金 基礎学習  身体測定（中）　放送体験クラブ（５年）  校内書きぞめ展始 29日 日 区小中連合書きぞめ展

14日 土 土曜授業　道徳授業地区公開講座  30日 月 全校朝会　委員会活動

15日 日 第一地区祭（もちつき） 31日 火 小中一貫（5年）

16日 月 全校朝会  あいさつ運動始　身体測定（高･ コ） なわとび講習会始  
 

【2月の主な予定】 

９日（木） 社会科見学（４年）  １０日（金） お別れ遠足（コ）  1４日（火）  社会科見学（６年）        

  １７日（金）～１８日（土） 展覧会  ２１日（火） 社会科見学（５年）  ２３日（木） 薬物乱用防止教室（６年） 

２８日（火） ６年生を送る会、お別れ給食会 

 本校では、毎年2月はじめに「子供の健康の増進と体力の向上に向けて」というリーフレットを配布しています。

子供たちが健康であり、体力を向上させるためには、学校の授業だけではなく、家庭での食生活や生活習慣が大きく

影響します。そこで、生活の在り方を改めて見直すことを目的に、「早寝早起き」「朝食を食べる」「運動や外遊び」

「家庭学習」の4つの項目について1ヶ月間、各家庭でチェックをしていただく取組を実施しています。規則正しい

生活は、学力の向上や心の健全な育成とも密接な関係があります。ご理解･ご協力をお願いいたします。 

◆子供の健康の増進や体力向上について 

 校内書きぞめ展を13日（金）～20日（金）の期間実施い

たします。各学級の廊下掲示板に展示しております。子供

たちの作品をぜひご覧ください。 

 また区連合図工展、区小中連合書きぞめ展も下記のとおり

開催されます。 

 

◆区連合図工展 

・期間：1月21日（土）～26日（木） 

・会場：練馬区立美術館（月曜休館 26日は正午まで） 

 

◆区小中連合書きぞめ展 

・期間：1月28日（土）～29日（日） 

・会場：練馬区立美術館 

 

※くわしいご案内は、後日配布 

いたします。 

◆校内書きぞめ展 書写担当 田名見 昌弘 

１月１４日（土）は、土曜授業を行います。 

 当日は、道徳授業地区公開講座と「こころのチャ

レンジプロジェクト」、そしてアスリートとの懇談

会を予定しております。 

「こころのチャレンジプロジェクト」とは、アスリ

ートが児童に向けてスポーツを通じて学んだ「あい

さつ」や「努力」「思いやり」などの大切さを伝え

るほか、保護者に向けて「親からのしつけ」や「親

に感謝していること」などについてお話しする東京

都教育委員会の取組です。 

 協力していただくアスリートは、シドニーオリン

ピック陸上（マラソン）日本代表 市橋 有里氏で

す。また終了後、アスリートとの懇談会を予定して

おりますので、ご参加よろしくお願いいたします。 

くわしくは、お配りしたお知らせをご覧ください。

皆様のご来校をお待ちしております。 

                                                                                                                                              

◆道徳授業地区公開講座 担当 岩脇由希 


